IMECにおける調査の報告 by 芦川 智一
今回、2006 年 10 月 30 日から 11 月 10 日までの日程で渡仏し、カーン郊外
の IMEC において資料調査を行った。ここに、簡単にではあるがその報告を
させていただきたい。多少であれ、今後、IMEC を訪れる方の参考になれば幸
いである。
IMEC とは
IMEC（L’Institut Mémoire de l’Édition Contemporaine）は、その名が示すよう
に、「現代の出版」にかかわる資料を、「収集・保存・活用」することを目的と
して、1988 年に、パリに創設された研究機関であり、研究者、および出版関
係の仕事に携わる人々を主な対象として、収蔵する資料を公開している。ロラ
ン・バルト、サミュエル・ベケット、ジャン・ケイロール、マルグリット・デ
ュラスなど、著名な現代作家の資料を多く收蔵していることで、現代文学研究
の分野ではすでによく知られた存在となっているが、同時に、アルバン・ミシ
ェル、ファイヤール、フラマリオン、P.O.L といった、出版社・雑誌社の資料
もその収集の対象とする。2005 年の時点で、收蔵する資料群数は三百五十、
総延長にして十七キロにも及ぶという(1)。
現在、パリにはオフィスのみを残し、アルシーブとしての機能はすべてカー
ン郊外、サンジェルマン＝ラ・ブランシュ・エルブのアルデンヌ修道院
（l’Abbaye d’Ardenne）に移転している（移転は 2000 年に始まり、2004 年にカ
ーンで全面的にオープン）。運営は、文化通信省（バス・ノルマンディ地域圏
文化事業会議 DRAC - Basse Normandie）、およびバス・ノルマンディ地域圏な
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どの支援によっており(2)、さまざまな展示やイベントの企画を通じて、カーン
地域における文化事業の拠点のひとつとしての顔ももつ。また、収蔵している
資料を活用した出版の企画にも積極的である(3)。
今回の IMEC における調査の目的は、同機関が收蔵するマルグリット・デ
ュラス資料（le fonds Marguerite Duras）について、その全体像を把握し、また、
一部を実際に閲覧することである。滞在期間から考えて、まとまった成果を持
ち帰ることは難しいだろうが、今後、何回かにわたって調査を行う上での予備
的なものと考えた。予定としては、パリとカーンにほぼ半分ずつ滞在し、パリ
滞在中に IMEC のパリ・オフィスで資料の目録を閲覧した上でカーンに向か
う計画を立てていたが、実際には休館日などとの兼ねあいで、パリに六日間、
カーンに四日間の滞在となった。
事前手続き
資料の閲覧には、事前の登録が必要になる。これについては、インターネッ
ト上の IMEC のサイトから行うことができる(4)。フォームに必要な事項を記入
して送信すると、仮登録が完了した旨を伝える返信があり、その際に、研究、
および資料閲覧の計画について、より具体的な内容を知らせるように促された。
そこで、こちらから滞在したい期間と、それに先立って、パリのオフィスで目
録を閲覧したい旨を返信したところ、カーンにおける資料閲覧の予約が完了し
たこと、パリで目録を閲覧することは可能だが、パリ・オフィスには事前にこ
ちらから連絡をとる必要があることなどを伝える返信があった。そのあと、滞
在中の宿泊や国鉄カーン駅からのシャトルバスの利用について、確認のための
やり取りがあり、事前の手続きは完了した。こちらからの連絡や問い合わせに
対する反応は、時差などを考えても、おおむね迅速であった。
到着までとパリ滞在
10 月 30 日（月）午前に成田を発ち、現地時間の同日午後、パリ・シャル
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ル・ド＝ゴール空港に到着。翌 31 日（火）に、IMEC のパリ・オフィスに連
絡を取ったところ、31 日は開室時間の関係で、また、翌日の 11 月 1 日（水）
は祝日（諸聖人の祝日）にあたるため、いずれも目録の閲覧は不可とのことで、
11 月 2 日（木）の午前中に出向く約束を取りつけた。思いがけず時間が空く
ことになったが、このあいだに、モンパルナス墓地を訪れ、デュラスの墓参を
することができた。だが、10 月 31 日が、多くの美術館が休館する火曜日にあ
たっていたこと、また、11 月 1 日は、祝日のためかどこの美術館にも入館待
ちの長い列ができていて(5)、ゆっくり見ることができなかったのはやや悔いの
残るところであった。
11 月 2 日、パリ・オフィスへ。現在の所在地は、パリ一区、リヴォリ通
174 番で、ルーブル美術館のカルーゼル門の真向かいにあたる。観光土産を売
る店にはさまれた正面の門を入ると静かな中庭があり、ふたつあるうちの向か
って右側の扉が IMEC に通じている。建物に入るには、扉のところから IMEC
を呼び出して解錠してもらう必要がある。オフィスはフランス式の二階（日本
式の三階）を占めており、受付を通ってなかに入ると書架と大きな机のある部
屋に通された。閲覧のための部屋は特に用意されていないようだ。空いている
席にかけて待っていると、スタッフがバインダーにとじられたデュラス資料の
目録を手渡してくれた。
この資料は、デュラスが亡くなる前年の 1995 年に、彼女自身の意思で
IMEC に寄贈したものである。ロール・アドレールが、浩瀚な伝記『マルグリ
ット・デュラス(6)』のなかで述べているように、「十六箱」からなっていた資
料は、すでに整理の作業を終え、詳細な目録がまとめられている。目録は 300
ページに及ぶ大部のもので、資料の大部分を占める草稿類は、作品ごとに分類
されている。それ以外には、古いテクスト類、写真や書簡などが項目ごとに整
理されている（夫であったロベール・アンテルムの資料についても記載されて
いる）(7)。收蔵されている資料と同様に、目録についてもコピーを取ることは
できないので、必要に応じて筆写することになる。はじめは目録すべてを、と
も考えていたが、二日ほどですべてを筆写するのは難しいと思われたので、ひ
とまずは目次から始め、関心のある作品について書き写すことにした。なお、
パリ・オフィスの開室時間は、祝日を除き、月曜日から木曜日の午前九時半か
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ら午後一時までとなっている。時間が限られているので、パリで目録の閲覧を
する際には注意が必要であろう。
11 月 3 日（金）は、オフィスが閉まるため閲覧は不可。次は、カーンに向
かう当日の 11月 6日（月）まで待たなければならない。それまでのあいだに、
ようやく、いくつかの美術館（クリュニー中世博物館、オルセー、オランジュ
リー、およびギュスターブ・モロー）を回ることができた。また、パリ滞在の
最終日となった 11 月 5 日（日）には、パルク・デ・プランスにてフランスの
プロサッカー、リーグ・アンの第十二節、パリ・サンジェルマン対ランスの一
戦を観戦することができたが、試合の開始時間が夜の九時と遅いのには閉口し
た。
カーン到着から IMEC へ
11 月 6 日の朝、荷物をまとめてから、再びパリ・オフィスに出向き、時間
の許す限り目録を筆写した。資料閲覧の申請用紙はパリにも備えられているの
で、何点かについて申請し、その足でカーンへ発った。パリ＝サン・ラザール
駅 14:30 発の急行列車に乗り、カーン到着は定刻の 16:37 と、約二時間の旅程
であった。この日は IMEC の閉館日にあたるため、カーン市街から少し離れ
たところにホテルをとった。
翌朝（11/7）、ホテルをチェックアウトし、前夜のうちに場所を確認してお
いたトラム（路面電車）の停留所へ向かう。二十分ほどで、国鉄カーン駅に。
開館日（火～金曜日）には、ここから、朝九時に IMEC 行きのシャトルバス
（無料、ただし事前に予約が必要）が出ているので、しばらく待っていたがそ
れらしい車は見つからなかった。時間もかなり過ぎていたので、公共の交通機
関（トラムとバス）を乗り継いで現地に向かうことにして、ひとまず、先ほど
乗ってきたトラムでサン・ピエールというカーン市街の中心まで戻った(8)。
「中心」といっても、映画館が一軒と、大規模なスーパー（モノプリ）が目
を引く程度の静かな界隈だが、バス路線の多くがここから出ているため、カー
ンの公共交通網の中心となっていることは間違いない。ちなみに、バスとトラ
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ムはひとつのシステムで動いており、料金は、どちらも全線均一で乗車一回に
つき 1.2 ユーロ。トラムの停留所にある自動販売機でプリペイドカード式のチ
ケットを買うことができる。数回分をまとめて買うといくらか安くなるようだ(9)。
サン・ピエールで十五分ほど待ち、バスの四番線に乗りかえた。バスは、市街
地を抜けると緩やかな上りに入る。注意しなければならないのは、バスの場合、
乗降客がいなければ停留所を飛ばしていく（バスを降りるときには日本と同じ
くボタンを押して合図をする）ので、はじめての場合には、バスが今、どこを
走っているかを確認するために、車内の路線図と外のバス停の表示を交互に追
いかけていなければならないということだろう。アルデンヌという停留所でバ
スを降り、地図を確認したが、市街地よりも高台になるためかまだ霧が深く、
なかなか方角がつかめなかった。少し歩いたところでアルデンヌ修道院の方角
表示を見つけることができ、指示に従って、細い道を数分歩くと霧のなかから
修道院の建物が姿を現した。石組みの高い塀に囲まれているため、外からはな
かの様子をうかがうことができず、かすかな緊張を覚えながら門をくぐるとす
ぐ左手に受付があり、その向かいの建物がオフィスになっていた。
オフィスには、滞在の手続きのための書類一式がすでに用意されており、現
金五十ユーロの保証金と引き換えに、居室、ロッカーの鍵、および閲覧室に入
るためのカードキーが渡された。居室は Farinier と呼ばれる建物にあり、食事
も同じ建物の地階にある食堂でとることができる。滞在中、三食ともここでと
る場合には、一泊 40.40 ユーロ、二食（昼か夜かを選択できる）の場合には、
27.70 ユーロとなる（2006 年 11 月現在）。居室は、作り付けのベッドと机がふ
たつずつあるだけの、いかにも学生寮といった簡素なつくりになっている。今
回は、一室をひとりで使ったが、利用者の多い時期には相部屋になることもあ
るのかもしれない。トイレ、シャワー、クローゼットも各部屋についている。
建物は古いものだが、なかの設備はまだ比較的新しい。電話、テレビなどは室
内にはなく、室内からのインターネット接続もできない。電話は、居室階の廊
下の奥に公衆電話があり、国際通話も可能である。また、同じ棟内にあるサロ
ンのパソコンからはインターネットに接続できる。LAN ケーブルがあれば自
分のパソコンから接続することも可能である。
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デュラス展「愛についての問い」
IMEC では、折しも筆者が到着する前の週末から、デュラスについての展示
が行われていた(10)。今回の日程は、学園祭で大学が休講になるのにあわせたも
ので、選択の余地はほとんどないものだったが、これに立ち会えたことは、結
果的には幸運であったといえるかもしれない。ちょうど、『苦悩 La Douleur』
（1985）のもとになった、デュラスが大戦中に日記を書きつけていた「赤い表
紙」のノートなどを採録した『戦時のノート(11)』が、IMEC と P.O.L の共同企
画によって出版されたばかりであり、ドミニク・ノゲーズの監修によるこの展
示も、これにあわせて企画されたもののようである。また、筆者が着いたこの
日の晩には、「デュラスの作品に親しんだ」俳優による『戦時のノート』の朗
読会が予定されており、滞在の手続きをしたときに、スタッフからもぜひ出席
するようにと勧められていた。
居室に落ち着いて少し休んだあとで、展示が行われている建物を訪れた。そ
れほど広いスペースではないが、壁に沿って置かれた展示ケースに直筆の原稿
などが展示されていた。改めて思えば、デュラスの手による原稿を目の当たり
にするのははじめてのことであり、ケースのなかの原稿に、作品を通じて記憶
している一節を見いだすのは心躍る経験だった。壁には、写真のパネルが掲げ
られており、そのなかでも、スペースの奥、右手の壁を占めていた、彼女の顔
写真を幼少時から晩年まで年代順に並べたものは、彼女の生涯の歩みを一望す
るかのようで特に印象的であった。この日は、夕方からの朗読会のために、可
動式の客席を設える作業が行われていてやや騒がしく、ゆっくりと見ることは
せずにその場をあとにした。
閲覧室
このあとで、Abbatialと呼ばれる修道院の建物を使った閲覧室（Bibliothèque）
に向かった。均整のとれたゴチック様式の美しい建物だが、何度かの倒壊の被
害を経て、現在の建物は、二十世紀に入ってから外壁の一部のみを残して再建
されたもの。入館には、滞在の手続きをしたときに受け取ったカードキーが必
要である。閲覧室の内部は、上まで吹き抜けになっており、晴れていれば、降
り注ぐ光がとても心地よい空間である。なかには、八人ほどが余裕をもって座
ることのできる大机が四つ配されており、筆者が入ったときには五人ほどの利
用者がいた。
閲覧スペースの両脇には四階になった書庫が設けられており、刊本を中心と
した蔵書（資料を收蔵している作家の著作、研究書、研究誌、博士論文など）
が自由に閲覧できる。收蔵資料はこの建物ではなく、閲覧室の隣にある、敷地
のなかで唯一の近代的な建物である収蔵棟（Pavillon des archives）に置かれて
おり、利用者の請求によって閲覧室に運ばれる。このふたつの建物は、地下の
通路によって結ばれている。ここでもはじめに、資料の利用についての誓約を
含めた手続きが必要になり、これが済むと、閲覧室の入り口の外に置かれてい
るロッカーの鍵が渡される。閲覧室に持ち込めるのは、ノート、鉛筆（サイン
ペン、ボールペン、万年筆などは不可）、ノートパソコン（コンセントは各席
に備えられている）のみであるため、上着や鞄、鉛筆以外の筆記具などは、こ
のロッカーに入れておくことになる。なお、閲覧は有料であり、一日四ユーロ、
四日間（一週間通し）十五ユーロ、年間四十ユーロとなっている（2006 年 11
月現在）。
－ 95 －
IMEC における調査の報告
閲覧室の建物（abbatial） 外観
カウンターには、前日、パリで請求しておいた資料がすでに用意されており、
そのうちのひとつを受け取って、空いている席で読み始めた。『愛人 L’Amant』
の比較的早い段階のタイプ原稿である(12)。『愛人』が、写真についての注釈の
テクストとして構想されていたことはよく知られている（当初は、『絶対の写
真』ないし『絶対の映像』というタイトルが予定されていた）が、この資料は、
写真についてのテクストが、最終的に『愛人』という作品に帰結してゆく過程
を考える上で非常に重要なものであり、また、写真について語り、書くという
行為について、あるいは、写真とエクリチュールの関係について考える上でも
多くの示唆を含んでいると思われる。はじめは、訂正のために書き込まれた手
書きの文字にやや手こずったが、三時間ほどかけて最初の数ページをノートに
書き写すことができた。
朗読会と遅い夕食
一旦、居室に戻ってから朗読会が始まる時間にあわせて会場へ向かうと、す
でに十人ほどが開場を待っていた。会場に入ると、階段状の客席が中央のスペ
ースを残して向かい合うように配置されている。不謹慎にもそれほど多くの聴
衆は集まらないだろうと考えていたのだが、ほどなく、160 席ほどの座席はす
べて埋まってしまい、あふれた人が通路に座り込むまでになった。年代は幅広
く、学生風の若者から年配の女性数人連れまでさまざまであった。あいかわら
ずのデュラス人気ということもあるだろうが、同時にこれは、IMEC の存在が
地域にしっかりと根付いていることの証左でもあるのだろう。朗読者は、老齢
といってもよい年代の女性で、朗読は、二時間ほど続いただろうか。ついてい
くのが精一杯というところで、それなりに緊張を強いられる状況ではあったが、
朗読の声に身を委ねているときのそれは心地よいものでもあった。
このあと、場所を移してスープとワインがふるまわれる簡単なレセプション
があり、そのあとでようやく宿泊者のための食事の時間となったが、このとき
には、すでに夜の十時を回っていた。昼食をとっていなかったため、久々の食
事はありがたく感じられた。もちろん、朗読会に関わった人々や、IMEC のス
タッフも含めた二十人ほどの食卓のにぎやかな雰囲気が一役買っていたという
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こともあったのかもしれないが、料理の味は実際、なかなかのものであった。
翌日（11/8）は、午後、展示を見に出たのを除いて、終日、閲覧室で資料の
筆写を続けた。少しずつ慣れてきたこともあり、前日の分とあわせて二十ペー
ジ近くを書き取ることができた。この日の夕食は、宿泊者に、前夜の朗読者の
女性を加えただけの少人数のものになり、親密な雰囲気のなかで活発に議論が
交わされた。筆者は、もっぱら聞き役であったが、こうした場に居合わせるこ
とができたことは、やはり貴重な体験であった。
滞在最終日
明けて、11 月 9 日（木）が滞在最終日となった。予定では、この日の夕方
（17:40）カーン発の列車でパリに戻り、その足で空港に向かって夜の飛行機で
帰国の途につくことになっていた。退出日は、朝の九時半までに部屋を空けな
ければならないため、朝食のあとで居室を片付け、荷物を廊下のロッカーに移
してから、退出の手続きのために、初日にまず訪れたオフィスに出向いた。滞
在の費用をクレジットカードで精算し、ひとまず、居室の鍵のみを返却した。
閲覧室内部
ロッカー、および閲覧室に入るためのカードキーは、まだ必要になるので手元
に残しておく。保証金についてはすべての鍵を返却したときに戻される。この
とき、帰りにシャトルバスを使うかどうかの確認があり、通常、18:00（火～
木曜日、金曜日のみ 17:00）発のシャトルバスを利用すると予定の列車には間
に合わないため、バスで帰るつもりだと伝えたが、そこで、思いがけず、国鉄
のストがあることを聞かされた。ならば、出発をさらに早めなければならない
かと考えていたところ、運行される列車について、ネットと電話で調べてくれ、
「今日はタクシー（彼らはこう呼ぶ）を一時間早める。そうすれば、お前の乗
りたい列車（幸いなことに、これはキャンセルされていなかった）に間に合う
はずだから、タクシーに乗っていったらどうか」と勧めてくれた。予定の列車
に間に合うのであれば、こちらとしても問題はないのでありがたくこの提案を
受け入れた。そのあとで、自転車を借り、朝方の霧でぬかるんだ道に苦労しな
がら、少し離れたところにある郊外型の大型スーパーまで行って銀行の ATM
で自分の口座から現金を少しだけ引き出しておいた。慎重に道を選んで戻り、
最後にもう一度だけ展示を覗き、カタログ(13)を購入。それから、シャトルバス
の時間まで閲覧室で資料の筆写を続けた。シャトルバスが出る 17 時少し前に
すべてを切り上げ、閲覧室や食事の席でいっしょになった何人かの利用者に挨
拶してから、改めてオフィスへ。鍵を返却し、預けていた保証金を受け取り、
門の前の車寄せで「タクシー」に乗り込んだ。途中、何か所かの渋滞はあった
が、道は比較的スムーズに流れ、予定の列車が出る十五分ほど前に国鉄カーン
駅に到着した。
しかし、ここでまた予想外の事態に遭遇することになった。ある程度の混雑
は予想していたが、窓口に相当な長さの列ができていたのだ。大きな駅ではな
いので窓口の数も多くなく、とても十分ほどではけるとは思えない列になって
いた。窓口の横にはチケットの自動販売機が何台かあるが、筆者のカードでは
精算できないことが分かっていた（サン・ラザール駅で確認してあった）ので、
いずれにせよ列につくしかない。この時間だけは、さすがに途方もなく長いも
のに感じられたが、幸いにして、ギリギリの時間にチケットを買うことができ
た。トランクを抱えてホームに駆け上がると、「始発のシェルブールで出発が
遅れ、カーン到着が遅れる」というアナウンスがあり、ここで、それまでの緊
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張が一気にほどけることになった。結局、十五分ほどの遅れで着いた列車で、
パリに戻ることができ、これ以降はさしたる問題もなく、同日夜、帰国の途に
ついた。
結びにかえて
約十日の日程のなかで、IMEC における調査は正味二日半ほどのものになっ
た。カーン滞在をもう少し長くとることができればよかったのだが、パリ、カ
ーン双方の開館日との兼ねあいもあり、今回はこうせざるを得なかった。ただ、
短い時間ながら、閲覧した資料については、全体の 1/3 から 1/4 程度を筆写す
ることができ、その限りでもいくつか興味深い発見があった。また、思いがけ
ず資料の展示や朗読会に立ち会うこともでき、展示のカタログを入手できたこ
とも含め、それなりに満足のいく成果を持ち帰ることができたと思う。むろん、
今回、閲覧できたのはひとつの資料、それもその一部にすぎない。『愛人』だ
けについて見ても、このあとに何段階かの草稿が残っており、今回の調査です
べてが事足りたといえないことは明らかで、継続的な調査の必要性を強く感じ
ている。
最後に、デュラス研究の現状についても簡単に触れておこう。デュラスが世
を去ってからすでに十年近くが経つが、前述した『戦時のノート』が刊行され
たり、その朗読会が多くの聴衆を集めるなど、一般読者層での人気はあいかわ
らず高いようだ。また、ここ数年だけを見ても、『ウーヴル・エ・クリティー
ク』誌が 2003年に、『ユーロップ』誌が 2006年に、それぞれデュラス特集号(14)
を出しており、研究者や批評家のあいだでもデュラス人気が衰えていないこと
がうかがえる。ただ、IMEC が収蔵する資料などを活用した実証レベルでの成
果には、いまだに見るべきものが少ないのも事実であるが、遠からず、こうし
た研究の成果にも触れることができるだろう。IMEC でもデュラス資料の利用
者は多いようで、筆者が滞在していたときにも、ローマ大学で博士論文を準備
しているという女性の研究者が『ロル・ V ・シュタインの歓喜』の草稿を閲
覧していた。筆者としても、微力ではあるが、デュラス研究の今後の発展に何
らかの貢献ができることを願っており、今は、できる限り早い時期に IMEC
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への再訪が叶うことを望んでいる。
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参照のこと。URLなどについては文末に記載した。
（ 2） カーンへの移転も、そもそもは、バス・ノルマンディ地域圏の要請によるも
のであったようだ。
（ 3） 最近では、後述するデュラス『戦時のノート』が、P.O.L との共同企画で刊行
されている。デュラスについては、このほかにも 10/18 叢書から『ロル・ V ・シ
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たところ 2.3 ユーロであった。なお、カーンの公共交通網については、「Twisto」
http://www.twisto.fr/を参照のこと。
（10） Marguerite Duras: Une question d’amour, 11/4/2006-1/21/2007.
（11） Marguerite Duras, Cahiers de la guerre et autres textes, IMEC/P.O.L, 2006.
（12） Duras, Marguerite, [ L’Amant ], non daté （DRS4.5）
（13） Duras, l’œuvre matérielle, IMEC, 2006.
(14) Œuvres et critiques, XXVIII, 2, 2003; Europe, nº921-922, janvier-février 2006.
－ 101 －
IMEC における調査の報告
